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１．はじめに
今日英語教育において、映画やテレビ番組などの映像メディアの一部が教材としておおいに
活用されている。多くの英語教育に携わる教員や研究者たちが英語教育教材として、映画を含
む映像メディアの活用に深い関心を寄せ、試行錯誤をしながら有効な活用方法の研究が進めら
れている。そこで筆者は、元来商業ベースで製作された映像メディアを英語教育教材として使
用する際に、どのような基準や観点で選定し、有効活用しうるのか、また英語教育のみならず
映像メディア教育という立場からも利活用に関する理論的実践的研究が急務ではないかと考
え、本稿をその一歩としたい。
本論は、英語教育教材として映像メディアを用いる際に映像情報リテラシーという観点は考
慮されるべきであるのか否か、またそれが考慮された場合には、いかにその映像教材が最大限
に学習効果を高めるのに役立つかを論じ、実証していく。（1）　筆者は映像メディアを英語教育
教材として活用する場合には、英語台詞などの言語情報だけでなく、映像テクスト情報のリテ
ラシー能力は考慮される必要があると考える。なぜなら、言語情報は映像音声情報の一部でし
かなく、言語情報以外の情報を考慮に入れないのであれば、映像メディアを教材として採用す
る意義や価値が判然としなくなってしまうのではないだろうか。また、英語教材としての映像
メディア活用のメリットや、学習者に対する教材としての学習難易度の設定などを考えると
き、言語情報以外の映像情報との相乗効果を踏まえずには、明確な形で英語教材としての有用
性を測るのは困難であろう。
映像メディアが英語教材として活用される際に見込まれる主なメリットを挙げると「学習者
の学習意欲が向上する」、「文字言語だけでは伝えにくい現実的な場面を提示できる」、「視覚聴
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覚化された情報が強い印象となり英語言語理解の大きな支援となる」点など、または英語教育
の一環として映像に表象される「異文化社会理解の教育」にも発展的に活用することが可能な
点であろう。（2）　現実的な場面の提示や視聴覚化された情報による言語理解の支援の点につい
て、文字言語情報と映像情報とが人間の情報処理作業上加算的に処理され、科学的な見地から
も学習効率の向上が期待できるとされている。（3）　また、「学習者の学習意欲の向上を促進させ
る」大きな要素は、映像メディアが持つ視覚音声情報を純粋に鑑賞する行為、特に商業的に製
作された映像メディアは「娯楽（pleasure）」としてそれ自体の消費が可能な点であろう。（4）　
映像メディア自体が学習者に「娯楽（pleasure）」として消費される可能性や程度の高さを測る
手段としては、その映像メディアがどれだけ商業的な市場で多く消費されたかどうかの産業統
計的なデータが最も分かりやすいひとつの基準である。（5） つまり、ひとつの指針として、より
万人に受け入れられ消費された映像メディア作品は、学習者にとって純粋に興味を引きやすい
作品コンテンツが内胞されていると言える。学習者がより好意的に消費する要素の特定はメデ
ィア受容研究（media reception studies）領域に踏み込んだ社会学見地からさらなる研究が必
要とされるが、本論の論旨とは異なる領域となるためこれ以上の言及は控える。また、映像メ
ディアを「異文化社会理解」のための教育教材として活用する際においても映像情報リテラシ
ーや方法論は考察すべき関連分野であるが、本論においては包括的な映像教育教材としてでは
なく、英語教育という視点に特化しての考察であるから、ここでもまた指摘するに留めておき
たい。よって、本論では、英語言語理解と学習をより効率的に促進サポートするための映像情
報に主眼を置き、そこにいかに映像情報リテラシーが関わるのか、またそうした視点を組み込
んだ場合の映像メディア教材の有用性がどのように影響をうけるのかを論じていく。
２．映像メディアの情報消費構造とリテラシーの範囲
商業目的で製作された現代の映像メディアを教育教材として考えた場合、情報の受け手が意
味を汲み取って解釈するために咀嚼しなければならない情報量は、単に台詞音声や字幕による
ダイエジェティック言語情報だけではなく、それ以外にもその言語情報も含むメディア内部の
映像やノンダイエジェティック音声が伝えているテクスト情報、また映像音声に表象されてい
るテクスト情報と現実社会文化などと関連する映像外のコンテクスト情報も混在している。
（図表１）　見る側は、主にこの３つの情報要素をコンテンツとして総合的に読み取り解釈する
ことで内容を理解し消費する。（6） また、これらのテクスト情報とコンテクスト情報がコンテン
ツとして言語情報と符合したものであればあるほど学習効率を上げる要因となり得る。（7）　つ
まり、映像メディアを教材とした場合、英語などの言語情報以外の映像内に含まれるテクスト
情報と、それを理解する上で多かれ少なかれ必要になるコンテクスト情報とが学習者によって
効果的にリテラシーされることが前提として期待されるわけであるから、学習者のためにその
３つの情報要素のバランスがとられて初めてその映像メディア教材が書籍などの文字言語に特
化された教材よりも多くのメリットが望めるという仕組みになる。（図表２）　
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この仕組みを前提とするために、台詞などによる文字言語情報以外の映像音声テクスト情報
もリテラシーの対象として両者の関連性も含めて教材の質に加味されるべきであると考える。
言い換えるならば、一般的な（専門的な映像リテラシー教育を受けていない）学習者にとって
文字言語情報以外のテクスト情報やコンテクスト情報を読み取って解釈することが難しいも
の、つまり映像などの非言語情報を読み取る能力に長けていることが学習者に期待されるよう
なもの、そうした映像メディアを英語言語の習得を目的とする教材として使用するメリットは
少なくなってしまう。つまり、映像メディアを教材として使用するメリットを最大限に発揮さ
せるためには、言語情報、その他のテクスト情報、そしてコンテクスト情報との兼ね合いやバ
ランスが相互に考慮されるべきであると言えるだろう。
しかしながら、英語教育教材（言語学習教材）としての映像メディアの選定に当たっては、
誰がその情報を消費するのかという構造を考えねばならない。情報の読み取り手（Reader）は、
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一般の消費者ではなく、英語学習者であるため、文字言語テクスト─映像テクスト、文字言語
テクスト─コンテクスト、映像テクスト─コンテクスト、この各々の関係性で考えると、文字
言語テクストの理解や学習に映像テクストやコンテクストが支援する形で消費されるのが理想
と言える。（図表３）　そのため、文字言語が関わらない映像テクストとコンテクストのリテラ
シーを中心に考慮する必要性は大きくない。また、文字言語テクスト─コンテクストは、図表
１で示した情報構造上、言語テクストは映像内のテクストであるから、映像テクスト自体を挟
まずして両者が直接消費されることは期待されていないはずである。映像メディア教育目的で
あれば、映像作品内のテクスト情報を読み取る前にコンテクスト情報を消費することはひとつ
の消費形態として考慮すべきだが、英語教育目的としてはその性質上考慮すべき関係性は薄い
と言える。ゆえに、最も考慮されるべき関係性は、文字言語テクスト─映像テクストであり、
そこから拡大して関係性を見る場合には、映像テクストの消費を挟んだ言語テクスト─映像テ
クスト─コンテクストとの関係性を考慮していくというプロセスになるだろう。この関係性を
分析する上でどのようなアプローチが必要になるかを次項で論じることにする。
３．映像メディアテクストを読み取るリテラシー方法論とフレームワーク
本項では、文字言語テクストを学習教材として効果的に活用するために、言語以外の映像テ
クスト情報とコンテクスト情報をどのように考慮するべきかの方法論を検討し、本論での理論
的フレームワークを明らかにする。前項で述べたように、英語教育教材としての映像メディア
のリテラシーであるから、主に文字言語テクスト─映像テクストの関係性を考察する上で必要
なアプローチとフレームワークについて論じる。
まず、前提として考慮しなければならない事は、文字言語テクスト情報を理解・学習する上
で支援になり得る特定のテクスト情報の認識とそのためのアプローチだろう。映像テクスト自
体へのアプローチは様々な理論的立場から模索されてきているが、記号学や精神分析学などの
図表３
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構造言語学的な見地から膨大な映像テクスト情報全てを目的を持たないまま言語化またはコー
ド化して抽出することに有用性は見い出せない。（8）　しかし、学習者は何らかの方法で映像テ
クストに含まれる記号やコードと文字言語テクストとの関連性を模索することになるため、そ
の記号やコードの「意味するもの」として学習者に解釈されうるテクスト材料は分析材料とし
て何らかの形で認識しなければならない。（9）　重要なことは、読み手（学習者）が文字言語テ
クストの理解を試みる上でその支援となり得る映像テクストを認識することであり、その材料
は教材選定者（教授者）があらかじめテクストを独自に解釈したものと一致する必要はないと
いうことだ。（10）　あくまで本論で言及している映像リテラシーとは、英語学習者の言語理解を
深める教材として必要な映像テクストを認識する手段としてのリテラシーであって、教材選定
者自身の解釈を求めたリテラシー行為ではないのである。さらには、学習者が映像テクストを
通して映像外のコンテクスト情報をも（個人差はあれど）自ら収集して参照することも加味す
る必要もある。（11）
こうした条件下で、本論の目的を鑑みると、映像テクストだけでなく映像外のコンテクスト
情報も分析対象として視野に入れたHistorical Poeticsと呼ばれる映像分析の理論的フレームワ
ークが援用されうるのではないかと考える。このHistorical Poeticsとは、映像技術によって生
成された映像の形式やそのスタイルを対象として行う形式主義的なテクスト分析に端を発して
おり、映像の形式やスタイルから「解釈」や「批評」するのではなく読み手の抱える問題を「説
明する」ための材料を映像内テクストから映像外コンテクストへと求め、データを積み上げて
いく映像分析方法理論である。（12）　このHistorical Poeticsのアプローチの特徴のひとつは、常
に読み手を起点としており、読み手が必要とする回答を統一的に説明し得る仮説を立ててテク
ストやコンテクストをデータとして実証していく。（13）　本論における読み手は英語学習者であ
り、学習者の視点から、彼らが必要とする言語理解の支援になる映像テクストやコンテクスト
の認識に主眼を置くため、Historical Poeticsのアプローチは本論の分析に適したフレームワー
クと言える。
Historical Poeticsのフレームワークからアプローチする際に、学習者の言語理解を支援しう
る、もしくは妨害しうる映像テキストをその映像の構成要素や形式スタイルから模索していく
が、問題となるのは膨大なコンテクスト情報であろう。本来映像メディアの鑑賞者が映像内テ
クスト情報の消費に伴い参照するであろう映像外のコンテクスト情報の範囲は、産業統計的な
データのみならず、関連メディアや提携グッズ、専門家や個人による批評、あるいは観光に至
るまでの二次的なアウトプットを含みこんでいる。（14）　それに加え、映像内テクストとそれに
表象される現実社会・歴史・文化・経済・イデオロギーなどを統合分析する方法論や理論的枠
組みの考察はメディア受容研究（media reception studies）の領域に関わってくる。（15）　さら
に、コンテクストは映像テクストとは違い、その場で直接学習者に与えられることのないもの
であり、英語学習者の社会・歴史・文化・経済・政治・宗教などに対する（事前に獲得された）
教養や知識に依存することになる。そのためコンテクストのリテラシーに関しては、Historical 
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Poeticsを入口にその方法論をさらに模索する必要性があるだろう。よって、本論では、次項に
おいて、分析対象を主に映像内テクストだけに絞って、リテラシーとの関係性と有用性を考察
することとし、コンテクストのリテラシーに関しては本論の範疇を超えた今後の研究課題とし
たい。次項で行う映像テクストを中心とした分析例によって映像リテラシーを考慮することが
英語教育のための映像メディア教材にとって効果的かつ有用であることを証左することが可能
であろう。
４．映像リテラシーを考慮した分析例：映画『アルマゲドン（1998）』の二つのシーン
本項では、英語教育を目的とした映像メディア教材として映画『アルマゲドン』のDVDから
１分間ずつ２つのシーンを選定し、取り上げる。前項で論じた方法論的立場を踏まえ、リテラ
シーの対象となる各々のシーンの英語言語情報、文字言語以外の映像テクスト情報を認識、分
析し、比較考証する。主に文字言語テクストと映像テクストの質と量の両面を比較考証をする。
台詞などの文字言語情報については、各シーンの英語台詞の単語総数や一定時間における単語
数の割合などのデータ、読解に必要な文構造や文法的な要素（言語形式）についてまとめる。
映像テクスト情報については、各シーンの映像により構成されたナラティブを読み解くために
必要なテクスト情報、つまり映像技法である編集カットの総数や頻度、またその他の明暗やア
ングル、カメラの動きなどによる特筆すべき形式的な視覚情報構成要素などの映像文法を中心
にその質量についてまとめる。また、映像外のコンテクスト情報に関しては、前項で言及した
ように、この分析では参考資料として作品の大衆性を示す産業統計データの提示に留める。そ
して、その結果から各シーンを映像メディア教材として活用する際に映像リテラシーが学習者
にとって有益な効果をもたらすかどうかを論証したい。
４─１．シーンの選定と分析
選定した２つのシーンは、作品全体の中盤のナラティブが大きく動き、ドラマの抑揚が増す
シーンを各１分ずつ抽出した。この１分という時間は、教材としての利便性を優先的に考慮し
たものではなく、読み取る情報量のコンパクト化を目的としているが、十分な比較考証を妨げ
ないだけの情報量は含まれている。各シーンの選定基準は言語テクスト、映像音声テクストと
もに対照的な結果が抽出できるシーンとなっている。シーン１はDVDの再生時間上１時間21
分17秒から、シーン２は56分48秒から各々１分間。
技術上の問題として、選定した各シーンを映像メディアとして視覚的に提示するのは難しい
ため、前項の方法論的立場にもとづいてシーン１、シーン２について簡単な物語上の解説をし
ておく。シーン１は、地球の危機を救うべく２隻の宇宙船（IndependenceとFreedom）が宇宙
空間に飛び交う隕石デブリを避けながら隕石めがけて突入している場面。地上管制塔との連絡
や宇宙船内部と外部のショットが断続的に続き、切迫した緊張感溢れる場面である。シーン２
は、これから片道切符となりかねない状況で宇宙船に乗りこむ父親と残される彼の娘とが別れ
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を惜しむ場面。これまでの父娘の確執やわだかまりを超えて、本音でお互いを思いやり合う感
情がBGMと夕焼けによって視聴覚的に強調された感傷的な場面である。
４─２．比較考証
ここでは、各シーンにおける文字言語テクスト情報と映像音声テクスト情報の質量を各項目
ごとに分析し、最後に全体として両シーンを比較考証し、映像リテラシーを考慮した際にどの
ような結論に至るのかを論じる。（図表４）
『アルマゲドン』
DVD　
Scene 1　1：21：17〜（1min.） Scene 2　56：48〜（1min.）
単語数*1
センテンス数*2
⃝ 46語 
⃝ 14センテンス（約4.3語/センテンス）
⃝  101語
⃝  16センテンス（約6.3語/センテンス）
文型*3
文法項目
⃝  第１文型＝4　第３文型＝7　第５文
型＝1
⃝  従属接続詞節、関係詞節、不定詞、完
了形、受動態、重文なし
⃝  第１文型＝3　第２文型＝1　第３
文型＝11　第４文型＝1
⃝  あらゆる文法事項が含まれ、重文多
数
編集カット数とナ
ラティブスタイル
⃝ 計23カット（約2.6秒/カット）
⃝ 頻繁な並行編集で３か所で同時進行
⃝ 編集による時空間の激しい移動
⃝ 計12カット（約５秒/カット）
⃝ 時空間の移動なし
⃝  ほぼ同じ構図のショットの繰り返し
での会話
言語テクストと関
連し消費されるで
あろう形式的な視
覚映像情報
⃝  タイトフレーミングでの視覚情報の
密集
⃝ 登場人物多数
⃝  頻繁なカメラの動きによりショット
内での情報の激しい変化
⃝ 常にアングルが変化
⃝  明滅などによる照明や色合いの激し
い変化
⃝  会話、ダイエジェティック、非ダイ
エジェティックサウンドの重層的な
使用
⃝  ルーズフレーミングによる人物の２
ショット
⃝  登場人物二人
⃝  人物が常に視点の支配的映像
⃝  人物のクローズアップショットが多
い
⃝  ほぼアングル固定でリバースショッ
トの繰り返し
⃝  緩やかな照明や色合いの変化
⃝  非ダイエジェティックなBGMが支
配的サウンド
言語テクストと映
像テクストとの因
果関係
⃝  台詞の内容と映像情報とが一致して
おり、前後の脈略や作品全体のナラ
ティブ理解を必要としない
⃝  台詞の内容と映像情報とが必ずしも
直結しない。前後の脈略や作品全体
のナラティブ理解を必要とする
作品コンテクスト
情報
⃝  日本での本作品公開年度の配給収入は83.5億円、興行収入は135億円。その年
の映画作品興行成績１位。歴代興行成績11位。観客動員総数は890万人。
図表４
*1　言い淀みや間投詞なども含む
*2　 動詞が無く、節になっていないものはセンテンスとしてカウントしていない。接続詞や関係詞など複数の節からなる重
文は１センテンスとしてカウント。
*3　重文内も１節ごとにカウント。
４─２─１．言語テクストの量
シーン１での台詞に使われた単語数は46語。シーン２では101語、と１分間に２倍以上の差
がある。学習者が１分で処理しなければならない言語情報量に大きく差がある。また、語数に
比べ、両シーンのセンテンスの数はさほど差異がない。そのことからも分かるように、シーン
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１では短いセンテンスに終始し、逆にシーン２では２倍の単語数を含むセンテンスが続く。シ
ーン１と２では、求められる英語読解力の差が大きいことがわかる。
４─２─２．言語テクストの質
センテンスの構造的な問題として、使用されている文型で比べてみると、シーン１・シーン
２ともにほぼ同比率で第１文型と第３文型に終始していることがわかる。大きく異なるのは、
センテンスに含まれる文法事項だ。シーン１は、切迫した状況での矢継ぎ早なやり取りになる
ため、接続詞や関係詞が使われていない、つまり重文が存在していない。１つのセンテンスに
つき、約4.3語と短く簡素な構造のセンテンスが続く。また、不定詞や完了形、受動態なども使
用されておらず、言語理解に求められる英語文法力は決して高くない。対して、シーン２は、
言葉を選びながら脈略に沿って互いの内面的な感情を伝え合う場面なので、１センテンスの情
報量が多く、必然的に接続詞や関係詞を含めてあらゆる文法項目が台詞に登場する。シーン１
に比べるとシーン２は、求められる文法力は圧倒的に高くなり、加えて読解のスピードも求め
られる。
４─２─３．映像音声テクストの量
シーン１で挿入される編集カット総数は23カット。約2.6秒で１回という頻度で編集カット
が挿入される計算になる。そのために映像情報の移り変わりが頻繁に発生し、読み取るテクス
ト情報量がとても多い。また、地上管制塔・宇宙船内部・宇宙船外部と、３つの地点が同時進
行していることを提示するための並行編集が断続的に続き、加えて視点ショットも合間に介在
してくるために時空間の切り替わりを含めた相当量の映像テクストを処理するスピードが求め
られる。対して、シーン２は編集カット総数12カットとシーン１の約半分。時空間の移動がな
く、二人の会話が同じ構図を伴って交互に進んで行くために視覚情報の変化が少なく、シーン
１と比べると処理しなければならない映像テクストの量が格段に少ないことがわかる。
４─２─４．映像音声テクストの質
シーン１では、刻一刻と状況が変化する様子が多様な映像技法で表現されている。カメラの
動きやアングルの変化で激しく情報が移り変わり、視覚心理に訴えかけるような照明の明滅な
どによって色合いも様々に短時間で変化する。タイトなフレーミングで１つのショットの中に
取り込まれる情報量が多いために、支配的な映像から副次的な情報までを短時間で把握する必
要がある（見る側が処理できない量の情報を短時間で与えることでストレスをかけて不安感を
煽る意図が見受けられる）。支配的な音声も、会話、ダイエジェティック音、非ダイエジェティ
ック音と交互に移り変わるために耳まで忙しい。対してシーン２では、地点の移動がなく、フ
レーミングもルーズなために支配的映像（主に人物の顔）が容易にわかる。二人の人物が会話
をする古典的な手法で撮影されているため、180度ルールに沿って人物のツーショットから固
定アングルで互いの顔のリバースショットが続き、古典的かつ慣習的で一般の商業映画鑑賞者
にとっては見なれた形式で、映像テクストとして処理する情報量がシーン１に比べて圧倒的に
少ない。（16）　非ダイエジェティック音が途切れのない一定音量のBGMなので、会話のダイエジ
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ェティック音声に集中しやすい仕組みになっている。また人物の正面からのクローズアップが
多いため、表情が読み取りやすく見る側が感情移入しやすい。（17）
４─３．まとめ
全体を通して、対照的なことはシーン１では処理すべき文字言語テクストは少なく、形式ス
タイルである文法や文構造は簡素であるのに対し、映像テクストは編集もラディカルでとても
形式化されているため言語テクストよりも映像テクストがナラティブ（構造的に認識される物
語筋）を進めており、高い映像リテラシーを要求している　逆に、シーン２は、文字言語テク
ストが多く、文法や文構造もシーン１に比べて格段に複雑で高い言語読解能力を要求している
のに対し、映像テクストは編集形式も一定で緩やかに行われ、言語テクストを中心にナラティ
ブを進める言語リテラシーの要求度が高いと言えるだろう。（18）　こうしたテクスト情報の形式
化の度合いを測る大まかな目安として、より形式化される極をフォーマリズム、その逆をリア
リズムという両極で測ることが出来るだろう。（19）（図表５）
また、分析結果から映像形式とコンテンツ（台詞の内容）の因果関係を考えると、シーン１
は形式とコンテンツとの因果関係がとても強い。そのため、作品全体のナラティブもしくは物
語筋や前後のシーンの脈略を加味しなくとも何が起きていてどのようなドラマが進展している
のかを読み取りやすいと言える。極端に言えば、音声言語情報が全く無くともこのシーンの因
果関係は把握しやすい。それに対して、シーン２は対照的に、音声言語情報が無い状態ではど
のようなドラマが進展しているのかが映像テクストだけでは分かりにくい。人物の表情や動作
などの視覚情報から感傷的な場面であるということくらいしか分からない。シーン２は改めて
映像形式よりも言語コンテンツが情報として因果関係を作っていることが分かる。
この結果から見えてくることは、シーン１は英語力がさほど高くない学習者でも映像テクス
トの読み取りがうまくできれば、映像テクストは言語理解の支援の対象になりやすいと言え
る。シーン２は、根本的な英語力が必要とされるが、映像テクストもシーンの雰囲気を伝える
情報を緩やかに支援してくれるだろう。こうした結論が映像リテラシーによって得られるので
あれば、英語教育教材としての映像メディアには映像リテラシーが考慮されてより有用性を発
揮でき、本来映像メディアの持っているインパクトの強さとともに、よりいっそうの学習効果
が期待できるのではないだろうか。また、英語教材選定に当たってこうしたことが考慮される
文字言語テクスト
映像内テクスト
映像外コンテクストテクスト
映像内テクスト
映像外
コンテクスト
•台詞や字幕などの視覚音声言語情報
•映像内に映る人物の表情や背景などの
視覚情報
•遠近、配色、明暗、アングル、構図、
編集などの映像技法によって形式化さ
れた映像記号学的情報
•BGMや効果音などの音声情報
•映像内で表現された情報と関連する実
社会・文化・歴史など
•映像内で表現された情報とそれに関連す
る人種・ジェンダ ・ー宗教・政治・ナショ
ナリズムといったイデオロギーなど
•批評や興行など作品の知名度に関連す
るクロスメディア情報
フォーマリズム リアリズム
シーン１ シーン２
図表５
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ことで、より適切に学習者のレベルに合わせた映像メディアを与えることができ、よりいっそ
う教育効果を高めることになるだろう。
５．おわりに
本研究は英語教育と映像メディアという二つの領域を横断するため、本論を進める上で、い
くつかの大きな課題があった。まず、映像リテラシーの対象となる映像メディアが持つ情報構
造（映像内のテクストと映像外のコンテクスト）を明らかにすること。この明確化は、実際の
映像テクスト分析を行う上で必要不可欠な前提であった。テクストを読むこと、コンテクスト
を読むこと、テクストとコンテクスト両面もしくはその狭間であるインターテクストを読むこ
と、これらはひとまとめにすることはできない。そして本論では最も映像リテラシーが必要と
される映像テクストに絞って分析の対象とした。ただし、コンテクストやインターテクストの
リテラシーがいかに関わってくるかは今後の課題である。もうひとつの大きな課題は、映像メ
ディア研究領域から映像テクストを読む上で必要な方法論的アプローチを定義し、本論の分析
フレームワークとして本研究に援用し得ることを論じる必要があった。もし仮に本研究に必要
な方法論的アプローチとフレームワークが主要な研究領域として確立されているのであれば、
４項で行った実践的な分析を続けることでデータを積み上げていくことができるはずである。
本論において映像リテラシーを考慮に入れることで映像メディア教材自体の一定の有用性が測
ることができることを実証できたと信じるものである。
【注】
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（８）　武田潔（1999）．「テクスト分析─解説」岩本憲児・武田潔・斎藤綾子編『新映画理論集成２』フ
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の主観による理想的な読みの探究ではなく、多数の読み手（reader）による総和によって客観的に認
識されるものという脱構造主義的な考え方。
（11）　Staiger, Janet. （2003）．Authorship Approaches. David A Gerstner & Janet Staiger eds. 
Authorship and Film （pp27─57）．London & New York: Routledge.
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ョン（受容のされかた）から合理的な解釈を求める考え方。
（12）　Bordwell, David. （1988）．Historical Poetics of Cinema. Barton Parmer ed. Cinematic Text: 
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にしか認識されない音のことを指している。180度ルールは、鑑賞者が空間認識をしやすいように想
像上の線を引き、カメラがその線を越えないようにする慣習的な撮影ルール。リバースショットは主
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